
第１５期 決 算 公 告 

 

2026年6月26日 

 

 

 

 

貸 借 対 照 表 

（2026年 3月31日現在）  
 

（単位 千円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

  
( 資 産 の 部 ) 

    
( 負 債 の 部 ) 

 

流 動 資 産 5,830,554 流 動 負 債 3,052,016 

 現 金 ・ 預 金 2,013,615  預 り 金 2,864,023 

 預 託 金 3,064,082  顧 客 か ら の 預 り 金 2,058,896 

 顧 客 分 別 金 信 託 3,064,082  そ の 他 の 預 り 金 805,127 

 ト レ ー デ ィ ン グ 商 品 5  未 払 金 88,217 

 デ リ バ テ ィ ブ 取 引 5  未 払 費 用 11,349 

 約 定 見 返 勘 定 551,502  未 払 法 人 税 等 23,220 

 前 払 費 用 762  賞 与 引 当 金 54,037 

 未 収 入 金 8,511  リ ー ス 債 務 11,167 

 未 収 収 益 192,074    

    固 定 負 債 69,775 

固 定 資 産 95,336  退 職 給 付 引 当 金 54,219 

 有 形 固 定 資 産 83,356  リ ー ス 債 務 15,555 

 器 具 ・ 備 品 59,062    

 リ ー ス 資 産 24,293 特 別 法 上 の 準 備 金 7,252 

 無 形 固 定 資 産 8,503  金融商品取引責任準備金 7,252 

 投 資 そ の 他 の 資 産 3,476    

 長 期 差 入 保 証 金 3,276 負 債 の 部 合 計 3,129,044 

 求 償 債 権 31,398    

 そ の 他 1,000  ( 純 資 産 の 部 )  

 貸 倒 引 当 金 △32,198 株 主 資 本 2,796,846 

     資 本 金 3,000,000 

     
利 益 剰 余 金 △203,153 

     そ の 他 利 益 剰 余 金 △203,153 

     繰 越 利 益 剰 余 金 △203,153 

    純 資 産 の 部 合 計 2,796,846 

 資 産 の 部 合 計 5,925,890 負債及び純資産の部合計 5,925,890 

愛媛県松山市三番町五丁目10番地1 

四国アライアンス証券株式会社 

代表取締役社長  亀井 保徳 



 

 

 

損 益 計 算 書 

2025年 4月 1日から 

2026年 3月31日まで 
（単位 千円） 

科 目 金 額 

 

営 

   

業 

  

収 

   

益 

 
1,985,762 

 受  入 手  数  料 1,870,469 

 ト レ — デ ィ ン グ 損 益 109,935 

 金  融  収   益 5,358 

金 
  

融 
 

費 
  

用 8 

純   営 業  収  益 1,985,754 

 

販 

  

売 

 

費 ・ 

 

一 

 

般 

 

管 

 

理 

 

費 

 
1,893,687 

営   業  利   益 92,067 

 

営 

   

業 

 

外 

  

収 

  

益 

 
8,186 

営   業 外  費  用 203 

経   常  利   益 100,050 

 

特 別 損 失 

 
724 

固 定 資 産 除 却 損 724 

税 引 前 当 期 純 利 益 99,325 

法 人 税 ､ 住 民 税 及 び 事 業 税 16,723 

当   期 純  利  益 82,601 



個別注記表 
 

重要な会計方針 

１．トレーディング商品に属する有価証券等の評価基準及び評価方法 

トレーディング商品に属する有価証券等の評価は、時価法により行っております。 

 
２．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用して

おります。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

器具・備品 ３年～13年 

(2) 無形固定資産 

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５ 

年以内）に基づいて償却しております。 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 
３．引当金の計上基準 

(1) 賞与引当金 

従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する

額を計上しております。 

(2) 退職給付引当金 

従業員への退職給付に備えるため、当事業年度末における自己都合退職による期末要支給額を計上してお

ります。 

(3) 貸倒引当金 

特定の債権について、回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 

４．収益及び費用の計上基準 

受入手数料は、主に有価証券の売買等の媒介及び投資信託の信託報酬に係る収益であります。 

これらの収益の計上に関して、当社は顧客との契約に基づいて顧客へ有価証券又は有価証券の対価を引き渡

す履行義務を負っております。当該履行義務は、有価証券の売買の約定時点において、顧客が当該有価証券又

は有価証券の対価に対する支配を獲得して充足されると判断し、約定時点で収益を認識しております。 

 

５．特別法上の準備金の計上基準

金融商品取引責任準備金 

証券事故による損失に備えるため、金融商品取引法第46条の５及び金融商品取引業等に関する内閣府令第

175条の規定に定めるところにより算出した額を計上しております。 

 

貸借対照表に関する注記 

１．有形固定資産の減価償却累計額 72,669千円 

 

損益計算書に関する注記

１．関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

経営管理手数料 13,200千円 

 
株主資本等変動計算書に関する注記 

１．当事業年度末における発行済株式の数 

普通株式 60,000株 

 
税効果会計に関する注記 

１．繰延税金資産及び負債の発生の主な原因 

繰延税金資産の発生の主な原因は、賞与引当金、退職給付引当金、繰越欠損金等であり、その全額に対し

て評価性引当金を計上しております。 

 

金融商品に関する注記 

１．金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しております。 

預り金は主に顧客から預った金銭の残高であり、金融商品取引法の定めに基づき、顧客分別金として信託銀

行に預託の上、分別管理しております。預託金は主に当該顧客分別金に係る預託によるものであります。 

なお、デリバティブ取引は外債の販売に伴う為替予約取引であり、投機的な取引は行わない方針であります。 



２．金融商品の時価等に関する事項 

2026 年 3 月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。な

お、現金は注記を省略しており、預金、預託金、約定見返勘定、預り金は短期間で決済されるため時価が帳簿

価額に近似することから、注記を省略しております。 

（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 時  価 差  額 

デリバティブ取引（注 1） 5 5 － 

デリバティブ取引計 5 5 － 

（注 1）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる

項目については、（）で表示しております。 

 

 

１株当たり情報に関する注記 

１．1 株当たり純資産額 46,614 円 11 銭 

２．1 株当たり当期純利益 1,376 円 69 銭 
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